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宮陵会事務局 からのお知らせ

キャベツの夕食

会長
久保　清治

　今は”飽食” の時代。 若い時に猛勉のかたわ
ら、 自らを敢えて”断食” に近い状況に追い込
むことも、 貴重な体験・想い出になる。
　私は院生になって初めて（昭和 43年度から）、
風呂・トイレ・台所のない６畳１間のひとり暮しを
始めた。「間借り」といって、 当時、 六角橋周辺
では１畳につき月千円の賃借りが相場。 まだ炊飯
器は普及しておらず、 電気コンロは防火のため
不可。
　そこで、食費を倹約するため、１カ月のうち何日
か、１日１食（夕食のみ）、生キャベツを千切りにし、
しょうゆをかけ、4合瓶の牛乳で喉を潤す。 結構
お腹一杯になる（１食 80円未満に収まった）。
　今でもキャベツの入った料理は大好きだ。 野菜
炒め、ミソ汁、 漬けもの、 アジフライやトンカツ
の添え物として、 中でもロール・キャベツは最高 !
そのお陰か、胃腸は、高齢の今もって丈夫です。
　粗食で貧しい学生生活であったが、 夢多き、
六角橋での神大時代がたまらなく懐かしい。

■■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2021（令和３）年7月31日
桑鶴　勉様（昭44法）

元鹿児島県宮陵会会長

■ 士職 ( 弁護士　公認会計士・税理士　社会保険労務士 ) によ
る無料相談会が再開　新型コロナウイルス感染症拡大で中断
しておりました士職による無料相談会が、2022年 10月から
再開されました。卒業生の皆さまにご利用いただけます。
なお、新型コロナウイルス感染拡大等によってやむなく中止
する場合もありますことをご承知おきください。

▼開催日時　毎月第 3土曜日 (1月を除く )
2023年　 2月 18日 ( 土 )　3月 18日 ( 土 )

▼各　　日　 ①10:00～　②10:40～　③11:20～(各30分)
※事前予約制　木曜日の 17時までにお申し込み

ください。
▼対　　象　宮陵会会員 ( 卒業生・在学生 )
▼会　　場　神奈川大学横浜キャンパス宮陵会館 (30号館 )

※お越しになれない方は「電話による相談」も
受け付けます。

▼相談時間　30分
▼相 談 料 　無料※ただし、継続して相談する場合や、事件

を依頼する場合の費用は相談担当者にお尋ねく
ださい。

▼申込方法　一般社団法人神奈川大学宮陵会　事務局窓口
または電話　（045-481-5661　内線2451～3）、
受付時間　平日 9:00～ 17:00
※予約は先着順となります。

◇ 会議予定
理事会　2023(令和5)年２月 4 日( 土 )

３月 4 日( 土 )
３月25日( 土 ) 予備日

◇ 年末年始休暇
2022（令和4）年12月28日(水)～2023（令和5）年１月６日(金)

◇ 地域組織 新代表者紹介
旭川宮陵会 昭 54建 潮日出夫様
山口県 ( 防長 ) 宮陵会 昭 54経 前山恒明様
男子ラクロス部 OB 宮陵会 平 20.9法 植草佑太様
スケート部スピード部門 OB・OG 会 平 25人科 小黒義明様

※登録いただきました情報につきましては、皆様の個人情報の重
要性を深く認識し、個人情報保護方針に従い適正な保護管理
に努めています。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

◇ 事務局よりのお願い
【会費納入について】

宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致しま
す。会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、
代議員となる資格がなくなる場合があります。会費の納入
依頼は、8月発送の『宮陵会報№ 114』とともに会員の皆
様にお届けしております。個々人の金額が明記されており
ます。今一度ご確認ください。

【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更
があれば、ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
卒業生のひろば (https://alumni.kanagawa-u.ac.jp/) ⇒
卒業生情報登録・変更のご案内

② FAX 045-413-0791
③ E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

  題名「我が青春の横浜キャンパスと新図書館」
2022（令和 4）年 10月制作　F10 号

　知の殿堂・新図書館と混沌とした青春を過ごした昭和 50
年代の横浜キャンパスを対比。読書が大好きで小学生の時
は学校図書を全部読んだ。6 年生の時は、百科事典しか読
む本がなかった。
　新図書館は立体。キャンパス全体は昭和 50 年代の平面の
心象風景。左下「ローテファーネ」（喫茶店）、左上「11 号棟
ゼミ室」や中央部分の「9 号館 6 階修法会」「10 号館食堂で
のサークル活動」「8 号館の時計台」。
　 ゴッホの 夜のカフェテラスを 念 頭 に、しかし にぎや
かな街角ではなく、静

せいひつ

謐 な図 書館と複 雑だった濃い 学
生 時 代 4 年間との対比を表現したかった。

渡邊恵子（1977年法学部法律学科卒）

表紙のことば
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（
神
奈
川
県
、
H
４
工
経
、
男
性
）

・
表
紙
絵
の
「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

と
県
花
ヤ
マ
ユ
リ
」
が
素
晴
ら
し
い
。
そ

れ
に
つ
ら
れ
て
最
後
ま
で
読
み
通
し
た
。

毎
朝
の
太
極
拳
に
か
ぶ
れ
て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
、
S
41
第
二
法
律
、
男
性
）

・
毎
号
大
学
の
行
事
内
容
を
知
り
、
感
動

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
に
発
信

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
神
奈
川
県
、
S
34
経
済
、
男
性
）

・
米
田
吉
盛
先
生
の
時
代
に
卒
業
し
、
そ

の
教
え
を
糧
に
努
力
し
、
人
生
を
歩

み
、
現
在
に
至
り
、

９１
歳
に
な
り
ま
す
。

（
東
京
都
、
Ｓ
30
短
商
、
男
性
）

・「
活
躍
す
る
卒
業
生
」「
卒
業
生
の
声
」

を
読
み
、
全
国
各
地
で
生
き
生
き
と
活

動
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
知
り
、
励
ま
さ

れ
て
い
る
。
今
の
職
場
に
も
先
輩
や
後

輩
が
い
て
、
心
強
く
働
く
毎
日
で
す
。

（
静
岡
県
、
S
60
英
文
、
女
性
）

・
会
報
を
見
る
度
に
貧
乏
学
生
時
代
を
思

い
出
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
ば
か
り
し
て
い

た
。
横
須
賀
衣
笠
に
あ
っ
た
「
ま
ぼ
ろ

し
の
清
輝
寮
」
の
生
活
を
思
い
出
す
。

・
昭
和
39
年
工
業
経
営
学
科
を
卒
業
し
て

58
年
。
本
年
春
傘
寿
（
80
歳
）
。
無

上
の
喜
び
で
す
。
N
o
1
1
4
を
ご

送
付
く
だ
さ
り
、
母
校
の
発
展
す
る
姿

に
接
し
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

2
0
2
8
年
の
創
立
1
0
0
周
年
に

向
け
て
さ
ら
な
る
躍
進
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

（
三
重
県
、
S
39
年
工
経
、
男
性
）

・
「
卒
業
生
の
声
」
を
読

ん
だ
。
神
大
の
4
年
間
、

法
学
部
で
学
ん
だ
。
今
考

え
る
と
後
悔
ば
か
り
だ
。

何
事
も
徹
底
的
に
や
ら
な

け
れ
ば
何
も
残
ら
な
い
。

（
静
岡
県
、

S
46
法
律
、
男
性
）

・
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
」
の
コ
ー
ナ
ー

が
、
学
内
の
取
り
組
み
や

学
生
の
様
子
が
わ
か
り
面

白
か
っ
た
。

（
神
奈
川
県
、
H
13
経
工
、
男
性
）

・
久
々
に
大
学
の
現
況
や
懐
か
し
の
風
景

を
目
に
で
き
、
と
て
も
感
慨
深
か
っ
た
。

（
神
奈
川
県
、
R
２
英
文
、
男
性
）

・
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
目

に
留
ま
っ
た
記
事
は
、
埼
玉
県
宮
陵
会

の
「
ラ
ジ
オ
で
交
流
を
広
げ
よ
う
」
、

日
芳
佳
奈
子
氏
の
「
い
く
つ
に
な
っ
て

も
新
し
い
挑
戦
を
」
、
守
屋
紀
洋
氏
の

「
考
え
る
だ
け
で
な
く
　
全
力
で
挑
戦

す
る
」
で
す
。
い
ず
れ
の
記
事
も
人

生
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

参
考
に
な
る
と
と
も
に
、
自
分
へ
の
大

き
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

若
手
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
、
S
37
法
律
、
男
性
）

・
「
白
楽
駅
に
向
か
う
学
生
た
ち
」
の
写

真
は
、
私
の
在
学
中
の
約
50
年
前
の
駅

付
近
と
は
別
世
界
の
よ
う
。
懐
か
し

く
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
た
。
あ
の
頃
に
戻
り
た
い
。

齢
70
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
長
崎

か
ら
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
神
大
、
白

楽
駅
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。

（
長
崎
県
、
Ｓ
51
経
済
、
男
性
）

・
卒
業
後
10
年
以
上
、
定
期
的
に
送
ら
れ

る
会
報
で
母
校
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
対
策
の
「
神
大
ル
ー
ル
」
順
守
は
、

大
変
そ
う
で
す
ね
。

（
和
歌
山
県
、
Ｈ
19
法
律
、
女
性
）

・
Ｏ
Ｂ
が
全
国
、
世
界
中
で
活
躍
す
る
様

子
が
わ
か
り
、
毎
号
楽
し
く
拝
読
。

（
愛
知
県
、
S
46
貿
易
、
男
性
）

・
昔
を
懐
か
し

く
拝
読
。
発
展

目
覚
ま
し
い
大

学
や
横
浜
の
姿

に
、
青
春
時
代

を
思
い
出
し

た
。

（
鳥
取
県
、

S
42
経
済
、
男
性
）

・
い
つ
も
楽
し
み
に
会

報
を
拝
読
。
後
輩

た
ち
の
活
躍
が
嬉

し
い
。
卒
業
後
に

何
を
し
て
い
る
か
の

紹
介
が
参
考
に
な

り
、
励
み
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
、
H
12
短
商
、
女
性
）

・
楽
し
く
拝
読
。
卒
業
生
の
頑
張
り
な
ど

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
た
い
へ
ん
鼓

舞
さ
れ
た
。

（
埼
玉
県
、
H
29
生
物
、
男
性
）

・
こ
こ
２
，
３
号
の
宮
陵
会
報
は

読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。
特
に

卒
業
生
か
ら
の
文
で
す
。
活
躍

す
る
卒
業
生
の
文
を
読
む
と

「
ウ
ン
、
ウ
ン
」
と
納
得
い
く

も
の
ば
か
り
で
す
。

　
私
も
大
手
二
輪
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
二
言
を
大
事
に
し
て
仕
事
に
邁

進
、
管
理
職
と
し
て
定
年
を
迎
え
ま
し

た
。
（
福
島
県
、
S
54
工
経
、
男
性
）

・
「
活
躍
す
る
卒
業
生
」
を
拝
読
し
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
で
す
。

（
岐
阜
県
、

H
25
人
科
、
女
性
）

本
年
７
月
発
行
の
『
宮
陵
会
報
』
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
編
集
部
）

『
宮
陵
会
報
』

『
宮
陵
会
報
』（
百
十
四
号
）

（
百
十
四
号
）
読
者
の
感
想

読
者
の
感
想
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S
H
S
H
CC  「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
」が
開
か
れ
る

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
」が
開
か
れ
る

理
学
部
移
転
に
伴
い
来
年
3
月
で
学
生
の
姿
が
消
え
る
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｈ
Ｃ
）
で
10
月
30
日
、
卒
業
生

を
招
く
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
が
行
わ
れ
た
。
1
9
8
9（
平
成
元
）年
に
開
設
し
、

約
2
万
5
千
人
の
有
為
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
た
大
学
の一大
拠
点
が
34
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
。
事
前
予
約
で

登
録
し
た
約
6
7
0
人
の
卒
業
生
が
参
加
。
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
学
び
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。（
編
集
部
）

恩
師
と
卒
業
生
の
座
談
も

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
現
役
学
生
に

よ
る
平
塚
祭
の
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
卒
業
生
は
思
い
思
い

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
し
た
。
一
部
の
研
究

室
が
開
放
さ
れ
た
り
、
34
年
間
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
様
子
を
収
め
た
写
真
展
示
の
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
青
春
時
代
の
思
い
出
に
浸
る
に
は

十
分
の
企
画
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
締
め

く
く
り
の
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
も
言
え
る
、
恩
師

と
卒
業
生
が
語
り
合
う
座
談
会
は
、
経
営

学
部
と
理
学
部
に
分
か
れ
て
実
施
。
会
場

は
S
H
C
に
通
う
学
生
な
ら
一
度
は
講
義

を
受
け
た
と
い
う
「
階
段
教
室
」
。
経
営

学
部
で
は
、
自
身
も
卒
業
生
で
あ
る
湯
川

恵
子
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
石
積

勝
名
誉
教
授
（
元
学
長
）
、
田
中
則
仁
教

授
と
ト
ー
ク
を
展
開
。
同
学
部
の
礎
を
築

い
た
箕
輪
成
男
名
誉
教
授
、
衣
笠
洋
輔
名

誉
教
授
ら
多
く
の
先
生
の
功
績
を
紹
介
し

た
ほ
か
、
久
々
に
再
会
し
た
か
つ
て
の
教

え
子
と
の
対
話
に
も
話
が
弾
ん
だ
。
「
平

キ
ャ
ン
と
呼
ん
で
い
た
」
「
購
買
と
言
え

ば
梅
屋
」
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
る
」
な
ど
と
湯
川
教
授
が
Ｏ

Ｇ
な
ら
で
は
の
質
問
を
繰
り
出
し
、
「
答

え
で
卒
業
年
度
が
分
か
る
」
の
言
葉
に
、

卒
業
生
も
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
た
。

「
く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
し
、

そ
し
て
く
り
か
え
し
試
み
よ
」

　
田
中
教
授
は
大
学
の
現
状
に
つ
い
て

「
本
学
は
2
0
2
2
年
、
約
4
千
4
百
人

が
入
学
し
た
。
こ
の
学
生
数
を
維
持
で
き

れ
ば
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
投
じ
た

資
金
は
20
年
で
完
済
で
き
る
」
と
経
営
の

視
点
で
安
定
し
た
大
学
経
営
を
報
告
。
最

後
に
石
積
名
誉
教
授
が
卒
業
生
へ
の
激
励

と
し
て
、
同
学
部
の
黎
明
期
に
尽
力
し
た

故
・
丸
岡
洋
司
教
授
の
言
葉
「
く
り
か
え

し
、
く
り
か
え
し
、
そ
し
て
く
り
か
え
し

試
み
よ
」
を
紹
介
し
、
挑
戦
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
た
。

１号館前広場でのバンド演奏

階段教室でのプレゼント抽選会 ありがとう平キャン／SHC 想い出写真展

理学部オープンラボ
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「
34
年
の
歴
史
を
携
え
て

横
浜
に
移
り
、

新
し
い
神
奈
川
大
学
を
作
る
」

　
理
学
部
は
司
会
に
木
原
伸
浩
教
授
（
理

学
部
長
）
、
日
野
晶
也
名
誉
教
授
（
前
理

事
長
）
、
山
口
和
夫
名
誉
教
授
、
後
藤
智

範
教
授
が
登
壇
。
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
完
成
に
つ
い
て
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
で
同
学
部
の
足
跡
を
振

り
返
っ
た
。

　
将
来
構
想
に
つ
い
て
各
教
授
が
言
及
。

「
理
学
部
は
、
数
学
、
物
理
、
化
学
、
生

物
、
地
球
環
境
科
学
、
総
合
理
学
の
6
コ
ー

ス
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
校
の
数
学

と
理
科
の
す
べ
て
の
教
科
に
相
当
す
る
も
の

を
理
学
部
で
取
り
扱
え
る
」（
木
原
教
授
）

「
情
報
学
部
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
教
え

る
特
別
な
コ
ー
ス
を
設
け
る
。
偏
差
値
は

上
向
き
傾
向
で
、
研
究
の
方
向
、
学
生
の

質
と
も
に
良
く
な
っ
て
い
る
」（
後
藤
教
授
）

「
今
ま
で
は
外
か
ら
し
か
見
え
な
か
っ
た
工

学
部
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
切
磋
琢
磨
で
き

る
。
総
合
大
学
な
の
で
文
系
の
学
部
と
も

協
力
し
て
ほ
し
い
」
（
山
口
名
誉
教
授
）
。

そ
し
て
日
野
名
誉
教
授
は
「
S
H
C
は
教

員
や
職
員
と
距
離
感
近
か
っ
た
。
ゆ
っ
た

り
し
た
環
境
は
素
晴
ら
し
く
未
練
は
あ
る

が
、
大
学
と
し
て
こ
の
条
件
で
運
営
し
て

い
く
に
は
無
理
が
あ
る
。
34
年
の
歴
史
を

携
え
て
横
浜
に
移
り
、
新
し
い
神
奈
川
大

学
を
作
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

◇

　
S
H
C
は
そ
の
役
割
を
終
え
て
も
、
こ

こ
で
培
わ
れ
た
業
績
や
精
神
は
、
横
浜

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
て

い
く
。

（
写
真
提
供
神
奈
川
大
学
広
報
部
）

土屋太鼓の演舞

経営学部座談会 理学部座談会

平塚祭名物企画「打ち上げ花火」秦野市街地の夜景とともに

開場前から多くの卒業生が来校（受付風景） 短冊寄せ書き＆記念撮影コーナー

20ページに
「私にとっての
湘南ひらつかキャンパス」
の原稿募集要項が
載っています。
ご覧下さい。
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活躍する卒業生

Ｓ
Ｋ
Ｙ
総
合
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

横
山　

朗（
46
歳
）

神
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
で

よこやま・あきら
1976年（昭和51年）9 月生
まれ。神奈川県川崎市出身。
2006（平成18）年大学 院 法
務 研 究 科 法 務 専 攻 卒 業。
2007（平成19）年弁護士登録。
2010（平成22）年ＳＫＹ総合
法律事務所開設。神奈川県弁
護士会、事業再生実務家協
会、全国倒産処理弁護士ネッ
トワーク所属。

　
私
は
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
４
月
、

神
奈
川
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（
大
学
院
法

務
研
究
科
法
務
専
攻
。
以
下
「
神
大
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
」
と
い
い
ま
す
）
に
１
期
生
と

し
て
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
者
は
50
名
で
、

そ
の
う
ち
私
を
含
む
15
名
は
法
学
既
修
者

と
し
て
２
年
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

の
入
学
競
争
は
と
て
も
激
し
か
っ
た
の
で
、

神
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
学
が
決
ま
っ
た
と

き
は
、
ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
良
く
覚
え
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
15
名
は
、
初
め
て
の
入
学
生
で

あ
り
、
ま
た
最
初
の
卒
業
生
と
な
っ
て
初

め
て
司
法
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
学

生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
生
方
か
ら
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
頂
き
、
熱
心
な
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
１
年

目
（
２
年
生
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で

毎
回
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
判
例
調
査
等
の
課

題
が
出
さ
れ
、
毎
日
必
死
に
課
題
と
授
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
２
年
目
（
３
年
生
）
か
ら
は
課
題
と
授
業

に
加
え
て
、
有
志
の
学
生
で
自
主
ゼ
ミ
を

組
ん
だ
り
、
司
法
試
験
の
模
擬
試
験
を
受

け
る
な
ど
し
て
苦
手
科
目
の
重
点
的
な
勉

強
や
司
法
試
験
対
策
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
毎
日
９
時
頃
か
ら
19
時

頃
ま
で
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
棟
（
１
年
目
は
11

号
館
、
２
年
目
か
ら
は
当
時
竣
工
し
た
ば

か
り
の
24
号
館
）
の
自
習
室
で
過
ご
し
、

帰
宅
し
て
か
ら
ま
た
勉
強
す
る
と
い
う
生

活
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
司
法
試

験
の
論
述
試
験
対
策
と
し
て
３
年
生
４
人

で
組
ん
だ
自
主
ゼ
ミ
が
と
て
も
役
に
立
ち
、

後
に
４
人
全
員
が
司
法
試
験
に
合
格
し
て

弁
護
士
と
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
勉
強
漬
け
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
生
活
で

し
た
が
、
時
に
は
先
生
方
に
六
角
橋
商
店

街
で
食
事
を
ご
馳
走
し
て
頂
い
た
り
、
学

生
同
士
で
飲
み
会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て

息
抜
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
卒
業
時
に
在

校
生
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ト
ー
ト

バ
ッ
ク
と
先
生
方
か
ら
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

入
り
の
ア
ル
バ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
こ
と
や
、
司
法
試
験
合
格
後
に
神
大
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
で
合
格
祝
賀
会
を
開
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
す
。

　
弁
護
士
と
な
っ
た
後
も
、
他
の
卒
業
生

と
の
交
流
は
続
い
て
お
り
、
特
に
論
述
試

験
対
策
の
自
主
ゼ
ミ
を
し
た

同
期
生
と
は
一
緒
に
法
律
事

務
所
を
開
い
て
、
現
在
も
同

じ
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
後
輩
が
私
た

ち
の
事
務
所
を
見
学
に
来
た

と
き
の
様
子
が
神
大
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
発
行
の
雑
誌
（
神
奈
川

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
４
号
）
に

掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
私
は
、
神
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

卒業時に贈られたオリジナルデザイントートバッグと
激励メッセージ入りアルバム

で
学
ぶ
こ
と
で
、
司
法
試
験
に
合
格
で
き

た
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
人
生
を
変
え
る

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
神
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は

２
０
１
６
年
度
に
募
集
停
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
母
校
で
経
験

し
た
こ
と
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

よ
り
良
い
法
律
家
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

宮
陵
会
監
事

ロースクールでの司法試験合格祝賀会
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活躍する卒業生 活躍する卒業生

インタビュー中（ガーナ）

株
式
会
社
か
い
は
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

脇
田　

絵
美（
34
歳
）

世
界
を
舞
台
に
仕
事
を
す
る
―
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
世
界
へ

わきた・えみ
1988（昭和63）年9 月神奈川
県 生まれ。2014（平成26）年経
営学部国際経営学科卒。大
学卒業後、フランスの大学院
で文化財の経済開発学を修
了。UNESCOパリ本部の世
界遺産センターで世界遺産委
員会に携わる。その後、イン
ドのIT企業勤務を経て現職。

　
皆
さ
ま
は
「
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

と
い
う
職
業
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）

と
共
に
、
国
際
協
力
の
現
場
で
さ
ま
ざ
ま

調
査
や
具
体
的
な
作
業
を
実
施
し
、
中
立

的
な
立
場
か
ら
援
助
プ
ラ
ン
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
実
現
し
て
い
く
専
門
家
で
す
。

　
私
は
幼
少
期
か
ら
〝
自
分
が
知
ら
な
い

新
し
い
世
界
〟
へ
の
興
味
が
強
く
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
新
た
に
知
る
こ

と
が
好
き
な
活
発
な
子
ど
も
で
し
た
。
家

族
で
U
N
I
C
E
F
の
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
に
寄
付
し
た
り
、
両
親
が
教
師
を
し
て

い
る
学
校
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
方
と
関

わ
っ
た
り
、
海
外
の
こ
と
を
知
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
て
お
り
、
中
学
生
か
ら
高
校
生

の
と
き
に
は
「
国
際
的
な
仕
事
が
し
た

い
！
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国

際
協
力
の
仕
事
を
具
体
的
に
志
す
き
っ
か

け
は
、
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
で
し
た
。

　
ゼ
ミ
仲
間
と
実
施
し
た
東
南
ア
ジ
ア
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
レ

ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
遺
跡
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
は
2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
に

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
、
周
辺
地
域

の
領
有
権
を
巡
り
タ
イ
と
の
国
境
紛
争
の

舞
台
に
な
っ
て
し
ま
い
、
民
間
人
を
含
む

死
傷
者
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
私
が
訪
れ
た

と
き
に
は
紛
争
は
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
に
見
た
光
景
は
今
で
も
目

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
の
看

板
に
空
く
弾
痕
、
爆
弾
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ

た
遺
跡
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
直
径
1
㍍
に

も
な
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
痕
、
そ
し
て
、

そ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
痕
の
周
り
で
、

笑
顔
で
走
り
回
っ
て
遊
ぶ
カ
ン
ボ
ジ
ア
軍
兵

士
の
子
ど
も
た
ち
。
も
の
す
ご
い
衝
撃
で

し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
が
平
和
に
暮
ら
せ

る
世
界
の
た
め
に
、
仕
事
が
し
た
い
」
。

そ
う
強
く
思
い
、
国
際
協
力
の
世
界
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
院
に
進
学
し
、
イ
ン
ド

生
活
を
経
て
、
晴
れ
て
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
ア
フ
リ
カ

や
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
州
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

国
に
出
張
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ナ
や

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
は

農
業
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
現

地
の
農
家
の
方
や
農
業
銀
行
、
農
業
資
材

店
の
方
な
ど
か
ら
話
を
聞
き
、
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
考
え
、
解
決
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
そ
の
国
を
訪
れ
て
み
て
分

か
る
こ
と
は
と
て
も
多
く
、
現
地
の
人
た

ち
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
に
励
ま
さ
れ
た
り
、
市
場

の
成
長
ス
ピ
ー
ド
に
圧
倒
さ
れ
た
り
と
、

大
学
時
代
に
想
像
し
て
い
た
頃
と
は
ま
た

異
な
る
目
線
で
世
界
に
触
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
今
後
は
そ
の
国
や

地
域
独
自
の
資
源
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝

え
て
い
け
る
よ
う
な
、
民
間
企
業
・
住
民
・

行
政
を
巻
き
込
ん
だ
持
続
可
能
な
地
域
発

展
の
仕
組
み
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ヤムスクロの街中（コートジボワール） 

農地をゆっくり歩く牛（ベトナム）
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こ
れ
ま
で
に『
宮
陵
会
報
』や『
宮
陵
』で
、43
地
域
組
織
の
魅
力
や
話
題
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。本
号
で
は
旭
川
、京
滋
、

バ
ン
コ
ク
会
の
３
宮
陵
会
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

日
本
最
北
の
宮
陵
会

日
本
最
北
の
宮
陵
会

旭
川
宮
陵
会
　
潮
　
日
出
夫（
65
歳
）

　
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
で
最
も
北
に
あ
る

の
が
旭
川
宮
陵
会
に
な
り
ま
す
。
北
海
道

の
真
ん
中
に
位
置
す
る
旭
川
市
を
中
心

に
、
日
本
最
北
の
岬
・
宗
谷
岬
の
あ
る
稚

内
市
ま
で
、
道
北
地
方
の
卒
業
生
を
会
員

と
し
て
校
友
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
第
２
の
都
市
（
人
口
35
万
人
）

旭
川
市
は
、
雄
大
な
大
雪
山
連
峰
を
臨

み
、
そ
の
山
々
を
源
流
と
す
る
石
狩
川
が

市
街
地
を
流
れ
、
自
然
豊
か
な
四
季
折
々

の
表
情
を
日
常
的
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
明
治
35

（
1
9
0
2
）
年
１
月
25
日
に
観
測
さ
れ

た
「
氷
点
下
（
マ
イ
ナ
ス
）
41
度
」
は
日

本
最
低
気
温
の
記
録
と
し
て
現
在
も
更
新

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
冷
え
込
む
事
を
方
言

で
「
凍し

ば

れ
る
」
と
言
い
ま
す
。
近
年
凍

れ
る
日
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
変

わ
ら
ず
に
、
晴
天
の
凍
れ
た
朝
に
は
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
」
が
輝
い
て
い
ま
す
。

　
夏
は
ゴ
ル
フ
、
冬
は
ス
キ
ー
が
存
分
に

楽
し
め
る
旭
川
市
は
、
都
市
型
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
の
街
と
し
て
人
気
が
高
く
、
市
内

か
ら
30
分
圏
内
に
あ
る
極
上
の
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
を
楽
し
め
る
６
つ
の
ス
キ
ー
場
に

は
、
家
族
の
ゲ
レ
ン
デ
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

目
的
に
合
わ
せ
て
国
内
外
の
旅
行
客
が
訪

れ
ま
す
。
旭
川
空
港
は
冬
で
も
ほ
と
ん
ど

欠
航
が
な
く
、
就
航
率
99
．
８
㌫
！
。
安

心
し
て
旅
行
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
ア
フ
タ
ー
ス
キ
ー
に
は
豊
か
な
北
海
道

な
ら
で
は
の
「
食
」
が
楽
し
め
ま
す
。

北
海
道
の
中
央
に
位
置
す
る
旭
川
市
は
、

物
流
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、
内
陸
に
あ
り

な
が
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
・
日
本
海
・
太

平
洋
の
３
つ
の
海
か
ら
新
鮮
な
海
産
物
が

運
ば
れ
て
く
る
た
め
、
美
味
し
い
海
の
幸

を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
豊
か

な
農
産
物
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
酒
」

は
大
雪
山
の
伏
流
水
と
美
味
し
い
米
で
作

ら
れ
る
日
本
酒
が
有
名
で
「
北
の
灘
」

の
地
酒
を
堪
能
出
来
ま
す
。
全
国
の
宮
陵

会
会
員
の
皆
様
、
冬
の
旭
川
を
是
非
一
度

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

う
し
お
・
ひ
で
お

◎
会
長　

１
９
７
９（
昭
和
54
）年

工
学
部
建
築
学
科
卒
業

私
の
人
生「
ア
ー
面
白
か
っ
た
」

京
滋
宮
陵
会
　
田
代
　
圭
介（
76
歳
）

　
最
近
、
歌
手

吉
田
拓
郎
さ
ん

の
卒
業
・
引
退

コ
ン
サ
ー
ト
の

テ
レ
ビ
を
見

た
。
彼
と
年
齢

が
ほ
ぼ
同
じ
の
私
は
、
神
大
横
浜
キ
ャ
ン
バ

ス
の
芝
生
の
上
で
、
ギ
タ
ー
を
持
っ
て
仲
間

と
彼
の
歌
を
歌
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、

懐
か
し
さ
の
余
り
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。

歌
は
不
思
議
な
も
の
で
、
次
か
ら
次
へ
と

学
生
時
代
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　
滋
賀
の
田
舎
の
高
校
か
ら
横
浜
に
出
て
、

大
学
で
は
応
用
化
学
科
に
進
ん
だ
が
勉
強

し
た
と
い
う
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た

だ
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
失
敗
は
、
物
理
の

試
験
を
一
夜
漬
け
で
徹
夜
勉
強
し
、
朝
方

少
し
だ
け
眠
っ
て
し
ま
い
、
目
が
覚
め
た
の

が
翌
日
の
昼
過
ぎ
。
結
局
単
位
を
落
と
し

て
し
ま
っ
た
。

　
普
段
神
大
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

写真＝作品名「初冠雪」。初冠雪の十勝岳上空を横切る飛行機
撮影＝旭川宮陵会　山本義則
1971（昭和46）年経済学部貿易学科卒業

る
の
に
、
時
折
郵
送
し
て
い
た
だ
く
宮
陵
会

の
冊
子
を
見
る
と
、
ま
た
思
い
出
す
。
目

を
通
す
と
、
「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」

な
ど
発
展
す
る
わ
が
母
校
に
嬉
し
さ
と
誇

り
を
覚
え
る
。
た
だ
、
私
の
中
で
は
約
五

十
年
前
の
神
大
が
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
東
横
線
の
白
楽
駅
、
六
角
橋
商
店
街
は

そ
の
ま
ま
だ
ろ
う
か
、
近
く
の
マ
ー
ジ
ャ
ン

荘
、
喫
茶
店
は
ど
う
な
っ
た
か
な
。
「
朝

ま
で
騒
が
し
い
」
と
叱
ら
れ
た
下
宿
の
お

ば
さ
ん
は
元
気
か
な
？
（
ご
存
命
で
あ
る

は
ず
が
な
い
の
に
）

　
も
と
も
と
音
楽
好
き
の
私
は
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
の
軽
音
楽
部
で
ギ
タ
ー
を
始
め
た
。

こ
れ
が
、
私
の
そ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し

く
さ
せ
た
き
っ
か
け
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の

ク
ラ
ブ
が
学
生
生
活
の
全
て
と
な
り
、
演

奏
活
動
、
合
宿
な
ど
忘
れ
ら
れ
な
い
日
々

と
な
っ
た
。
途
中
私
に
は
ギ
タ
ー
の
才
能

は
な
い
と
気
が
付
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
司

会
な
ど
も
任
さ
れ
、
決
し
て
上
手
く
は
な

い
が
人
前
で
話
す
こ
と
、
こ
れ
が
将
来
の

企
業
活
動
に
も
役
立
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
卒
業
後
は
家
庭
用
消
費
剤
メ
ー
カ
ー
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
研
究
室
に
入
社
し
、
海

外
出
張
を
含
む
外
国
人
と
の
折
衝
や
仕
事

を
何
と
か
こ
な
せ
た
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、

学
生
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
友
と
の

出
会
い
が
、
も
と
も
と
消
極
的
で
シ
ャ
イ

な
私
の
性
格
を
積
極
的
な
方
向
へ
と
変
え

て
く
れ
た
。

13ページに続く
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2022年度代議員選挙　代議員候補者名簿
2022年度代議員選挙　代議員候補者の公示について

　2022年 8月1日に公示いたしました代議員選挙につきまして、本委員会において代議員候補者推薦委員会による推
薦候補者並びに立候補者の届出を審査いたしました結果、196名が被選挙人の資格を満たしており、代議員候補者と
して確定いたしました。

2022年度代議員選挙　代議員当選者の確定について

　代議員候補者が定数（210名）を超えておりませんので、一般社団法人神奈川大学宮陵会代議員選任規程第
9条第2項の規定により、候補者全員の無投票当選が確定いたしました。

一般社団法人 神奈川大学宮陵会
　代議員選挙管理委員会

委 員 長 　　原　田　浩　行
（参考）
一般社団法人神奈川大学宮陵会代議員選任規程
第9条第2項　代議員候補者が定数を超えない場合は、投票を行わない。

代議員候補者をもって当選者とする。

番号 卒年 学科等 氏　名 性別 勤務先等 勤務先役職等
1 昭和 30 経 狩野　七郎 男 狩野税務会計事務所 税理士（所長）
2 昭和 35 経 磯邉　晃 男 （元）米国フィデュシアリトラストインターナショナル投資顧問（株） 代表取締役社長
3 昭和 35 経 片岩　光弘 男 （元）日野ボデー整備（株） 社長
4 昭和 36 経 杉村　美智子 女 （元）日本鋼管（株） 鶴見製鉄所
5 昭和 39 法 山本　義弘 男
6 昭和 40 経 松浦　修 男 （元）大垣共立銀行／（元）坂祝町 支店長／議員・副議長
7 昭和 40 工経 庄子　忠宏 男 （元）不二サッシ（株）
8 昭和 40 短商 花島　幸子 女 （元）カワイ音楽教室 講師
9 昭和 41 法 武笠　健次 男
10 昭和 41 経 天野　和彦 男 （元）（株）京都新阪急ホテル 代表取締役社長
11 昭和 41 経 巽　正博 男 和歌山電工（株） 特別顧問
12 昭和 41 貿 高名　洽 男 （株）レッグズアンドハンズ 代表取締役
13 昭和 41 工経 川口　正寿 男 川口白鳳（株） 専務取締役
14 昭和 41 工経 和田　英雄 男 （元）神奈川機器工業（株）
15 昭和 42 法 小川　隆司 男 （元）千葉県夷隅土木事務所 嘱託
16 昭和 42 経 原田　恵介 男 会社役員
17 昭和 42 経 藤井　洋 男 トーヨー（株） 代表取締役
18 昭和 42 応化 渡邊　修三 男 （元）デンカ（株）
19 昭和 43 法 木村　崇行 男 （元）（株）ニチロ
20 昭和 43 法 橋爪　修三 男 （元）（財）北見市勤労者福祉サービスセンター 事務局長
21 昭和 43 経 岩井　志郎 男 （株）イワイテクニカ 会長
22 昭和 43 経 岡部　勝美 男 （株）TOKAI
23 昭和 43 経 吉村　勝利 男 （元）佐世保市役所
24 昭和 43 貿 浅野　博之 男 三洋テクニックス（株） 取締役会長
25 昭和 43 貿 久保　清治 男 （元）横浜商科大学 学長・教授
26 昭和 43 貿 鈴木　弘宣 男 （元）PERSONNEL CONSULTANT MANPOWER Co.,LTD. Executive Advisor
27 昭和 43 貿 三縄　昭男 男 三縄昭男公認会計士事務所 代表
28 昭和 43 工経 伊藤　正幸 男 （元）（株）大嶋電機製作所 取締役社長
29 昭和 44 法 伊藤　惠一 男 白神不動産
30 昭和 44 法 齋藤　勁 男 （学）神奈川大学 副理事長
31 昭和 44 法 白岩　征之 男 税理士法人きずな会計事務所 代表社員　税理士
32 昭和 44 経 片山　正敏 男 （元）神奈川銀行 企画部長
33 昭和 44 経 鈴木　忠 男 （株）旭倉庫 代表取締役会長
34 昭和 44 経 村上　昌弘 男 （宗）日出山神社 宮司
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番号 卒年 学科等 氏　名 性別 勤務先等 勤務先役職等
35 昭和 44 機 田代　旦治 男 （有）エステイト・フェニックス 代表取締役社長
36 昭和 45 法 大石　一二 男 大阪法律センター 弁護士
37 昭和 45 法 島田　武仁 男 （元）全国建設工事業国民健康保険組合 徳島県支部　事務局長
38 昭和 45 法 城納　一昭 男 （元）広島県／（元）（株）マツダ／（学）広島女学院／生活協同組合ひろしま （元）副知事／（元）取締役／理事／理事
39 昭和 45 法 細谷　憲二 男 中央観光（株）　 取締役会長
40 昭和 45 法 矢野　義博 男 （元）宮崎市 地域コーディネーター
41 昭和 45 経 今田　正紀 男 今田会計事務所 所長（税理士）
42 昭和 45 経 佐藤　重夫 男 労働保険事務組合神奈川SR 経営労務センター 会長　社会保険労務士
43 昭和 45 経 中野　健一 男 （元）横浜銀行 支店長
44 昭和 45 貿 飯田　敏一 男 不動産賃貸業
45 昭和 45 貿 淀川　了一 男
46 昭和 45 機 粕谷　和弘 男 （株）和宏製作所 取締役営業部長
47 昭和 45 建 山本　俊雄 男 （元）神奈川大学
48 昭和 46 法 鈴木　和夫 男 （元）湘南信用金庫
49 昭和 46 法 藤井　俊二 男 創価大学 名誉教授
50 昭和 46 経 杉崎　和紀 男 （元）函館信用金庫 常勤理事
51 昭和 46 経 多湖　秀明 男 （有）大喜 代表取締役
52 昭和 46 英 原　柳作 男 （元）神奈川新聞社 理事
53 昭和 47 法 春原　正三郎 男 （元）共和証券（株） 取締役営業本部長
54 昭和 47 法 山本　正芳 男 （元）石川テレビ放送（株）
55 昭和 47 経 伊藤　孝雄 男 （株）エフケイ・ジャパン 代表取締役
56 昭和 47 経 木谷　健一 男 木谷不動産 代表
57 昭和 47 経 山内　富親 男 （元）百十四銀行
58 昭和 47 貿 石田　博英 男 （株）アイプラスプラス 監査役
59 昭和 47 貿 川名　明徳 男 メイトクリニック鶴見 院長　医師
60 昭和 47 英 泉澤　髙光 男 サンパックス（株） 取締役会長
61 昭和 47 機 浦　晴雄 男 （元）エア・ウォーター・メンテナンス（株） 代表取締役社長
62 昭和 47 電 吉野　徹 男 （株）エービーエム 会社役員
63 昭和 47 工経 小澤　幸夫 男 （元）神奈川大学 工学部情報システム創成学科 助教
64 昭和 48 法 大川井　恒夫 男 （元）アズフィット（株） センター長
65 昭和 48 法 清貞　徹 男 （株）広研クラフト 代表取締役
66 昭和 48 法 佐藤　文一 男 貸家業
67 昭和 48 法 中村　久仁茂 男 （元）浜松市役所
68 昭和 48 法 夏秋　博隆 男 久保田まちづくり協議会 事務局長
69 昭和 48 経 小熊　正志 男 おぐまや 会長
70 昭和 48 経 藤井　薫 男
71 昭和 48 経 宮澤　俊次 男 ナチュラルコム（株） 代表取締役
72 昭和 48 経 吉田　良一 男 （元）セイノーシンガポール CEO
73 昭和 48 貿 河崎　泰秀 男 三菱地所コミュニティ（株）
74 昭和 48 貿 木村　仁 男 （株）カレンズ 代表取締役
75 昭和 48 貿 熊澤　明 男 （元）湘南信用金庫 事務統括部事務集中課調査役
76 昭和 48 貿 小林　二三夫 男 小林二三夫行政書士事務所 行政書士、ファイシャンナルプランナー
77 昭和 48 貿 塩塚　定雄 男 （元）（学）神奈川大学 調査役
78 昭和 48 貿 和田　志朗 男 （元）（株）和田商店 相談役
79 昭和 48 機 朝山　隆 男 （元）清水鋼鐵（株）
80 昭和 48 機 西村　治寿賀 男 農業
81 昭和 48 機 本田　進 男 （元）（株）中部プラントサービス
82 昭和 48 応化 関根　康生 男 （同）関根技術士事務所 代表
83 昭和 48 工経 實方　誠一 男 （元）ハンスイ 代表取締役
84 昭和 49 法 一戸　貞壽 男 （元）神奈川県警 警察学校 庶務部長
85 昭和 49 法 岩田　文明 男 鳥取県保護司会連合会 会長
86 昭和 49 法 桐生　秀昭 男 神奈川県議会 議員
87 昭和 49 法 出口　照雄 男 （有）出口コンサルティングオフィス／出口行政書士事務所 代表取締役／代表
88 昭和 49 経 久米　信行 男 （学）貞静学園 ／（学）鶴岡学園 監事／監事
89 昭和 50 法 大野　実 男 社会保険労務士法人大野事務所 代表社員　社会保険労務士
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番号 卒年 学科等 氏　名 性別 勤務先等 勤務先役職等
90 昭和 50 法 保喜　誠 男 （元）ナラサキ産業（株） 旭川支店　支店長
91 昭和 50 経 八木　健治 男
92 昭和 50 貿 髙見　弘則 男 （元）（株）池田銀行
93 昭和 50 貿 武田　幸夫 男 （株）アド・リブ 会長
94 昭和 50 貿 中村　郁夫 男 さぬき市社会福祉協議会　日盛の里
95 昭和 50 貿 藤田　伸哉 男 税理士法人大門 税理士
96 昭和 50 英 亀山　修一 男 ムラカワ（株） 顧問
97 昭和 50 工経 篠原　政行 男 （元）（株）ミツバ／（元）（株）中島
98 昭和 50 建 内田　青蔵 男 神奈川大学 学部長・教授
99 昭和 50 建 内村　博隆 男 （元）沼津市役所 企画部長
100 昭和 51 法 三宮　政俊 男 西湘法律事務所 弁護士
101 昭和 51 機 内藤　正久 男 （元）京浜急行電鉄（株）
102 昭和 52 法 森川　藏 男 （元）京都府綾部市立綾部中学校 校長
103 昭和 52 法 渡邊　恵子 女 （公社）二科会 会友（画家）
104 昭和 52 経 吉村　重男 男 川本工業（株） 営業本部　顧問
105 昭和 52 英 野口　等 男 窓研トーヨー住器（株） 代表取締役
106 昭和 52 工経 坂本　郁夫 男 パラマウントベッド（株） 常務取締役
107 昭和 52 建 阿佐慶　正秀 男 （元）糸満市役所
108 昭和 53 経 内山　曜子 女 農業／（元）読売新聞柿生南部
109 昭和 53 貿 河野　雅年 男 （元）アルフレッサ（株）
110 昭和 53 貿 西脇　幸二 男 （元）日本アイ・ビー・エム（株）
111 昭和 53 工経 田口　澄也 男 セレサ川崎農業協同組合 代表理事　副組合長
112 昭和 54 法 小島　弘 男 相鉄ホールディングス（株） 常勤監査役
113 昭和 54 法 庄子　さち子 女 （株）ルーグ シニアモデル
114 昭和 54 経 熊谷　耕史 男
115 昭和 54 経 前山　恒明 男 （元）西中国信用金庫 部長
116 昭和 54 応化 飯田　健一 男 （元）多摩市役所 主査
117 昭和 54 建 潮　日出夫 男 （株）イサミヤアールビー 代表取締役
118 昭和 55 法 髙橋　三樹夫 男 （元）横浜市役所
119 昭和 55 法 廣澤　一雄　 男 （株）八雲堂 代表取締役社長
120 昭和 55 経 勝俣　信行 男 箱根セントラル生コン（株） 代表取締役
121 昭和 55 英 立花　久稔 男 神田外語大学 IBC 学科　非常勤講師
122 昭和 55 建 阿部　崇 男 川本工業（株） 専任部長
123 昭和 56 法 石原　誠二 男 関内大通り公証役場 公証人
124 昭和 56 法 伊東　慎介 男 横浜港埠頭（株） 代表取締役社長
125 昭和 56 法 筒井　のり子 女 （特非）めぐみ 介護福祉士・生活相談員
126 昭和 56 法 萩谷　恵里子 女 （公財）水谷糖質科学振興財団 事務局長
127 昭和 56 経 相神　一裕 男 マルセル（株） 取締役　監査等委員
128 昭和 56 経 佐藤　武 男 （学）神奈川大学 理事長付審議役
129 昭和 56 経 堤　省三 男 （株）東京商工リサーチ 監査役
130 昭和 56 英 石川　祥子 女
131 昭和 57 貿 杉野　正 男 T&S コンサルティング（株） 代表取締役
132 昭和 57 経 永和田　隆一 男 日本私立学校振興・共済事業団 監事（非常勤）
133 昭和 58 法 佐藤　正浩 男 クリエートメディック（株） 代表取締役社長
134 昭和 58 法 堀江　美由紀 女 （学）神奈川大学 図書館事務部長
135 昭和 58 経 品田　文子 女 （株）ZEN ウェルネス 事業本部課長兼管理課長
136 昭和 58 貿 永田　晴彦 男 （株）新アカデミー 執行役員
137 昭和 58 西 北原　安代 女 フィットネスインストラクター
138 昭和 58 建 永川　武 男 地方共同法人日本下水道事業団 関東・北陸総合事業所北陸事務所
139 昭和 59 法 萩原　くみこ 女 社労士東灘合同事務所 オフィス萩原 所長（社会保険労務士）
140 昭和 59 貿 松坂　宏昭 男 （株）アクシス 営業部スーパーバイザー開発部マネージャー
141 昭和 60 法 三橋　英之 男 作新学院高等学校 教諭　吹奏楽部顧問
142 昭和 60 貿 土屋　晴男 男 NEXTWAY（株）
143 昭和 60 英 手塚　正 男 （株）中央梱包運輸 顧問
144 昭和 60 電 貞方　康伸 男 ＮＥＣマネジメントパートナー（株） 調達サービス事業部エキスパート
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番号 卒年 学科等 氏　名 性別 勤務先等 勤務先役職等
145 昭和 60 建 山中　憲幸 男 （株）プランディー 建築設備企画室　室長
146 昭和 61 法 後田多　敦 男 神奈川大学 教授
147 昭和 61 西 竹山　留美子 女 関前工業（株）
148 昭和 62 経 木村　隆 男 東芝保険サービス（株） 常務取締役
149 昭和 62 経 柴崎　孝志 男 笹田実業（株） 営業部部長代理
150 昭和 62 経 谷本　孝幸 男 川崎信用金庫
151 昭和 62 経 能重　幸夫 男 （学）神奈川大学 事務局次長兼教務部事務部長
152 昭和 62 貿 新堀　史明 男 神奈川県議会 議員
153 昭和 62 応化 指籏　博 男 藤沢市役所 下水道部 下水道総務課 主幹
154 昭和 62 建 馬場　英吉 男 （株）丸孝 代表取締役
155 昭和 63 法 松本　竜郎 男 ティーオーエル（株） 専務取締役
156 昭和 63 経 小松　秀喜 男 横浜信用金庫 事務サービス部シニアマネジャー
157 昭和 63 貿 和知　親裕 男 神奈川新聞社 読者コミュニケーション局　開発管理部長
158 平成 1 法 岡田　久美子 女 札幌学院大学 法学部教授
159 平成 1 経 村井　英一 男 家計の診断・相談室 代表／ファイナンシャルプランナー
160 平成 2 法 成岡　祐輔 男 入交石油（株） 代表取締役社長
161 平成 3 貿 春山　貴広 男 GLOBIZZ CORP. President
162 平成 4 貿 永田　輝樹 男 神奈川県議会 議員
163 平成 5 貿 八ッ橋　治郎 男 神奈川大学 経済学部　准教授
164 平成 5 国経 川野　祐二 男 下関市立大学 教授
165 平成 5 応化 勝又　章好 男 （学）神奈川大学 みなとみらい統括部　部長
166 平成 6 法 小峰　浩 男 湘南信用金庫 総合企画部　執行役員　
167 平成 6 英 加納　恵美子 女
168 平成 6 情報 村山　宏幸 男 （学）神奈川大学　 情報システム推進部部長
169 平成 6 応化 赤井　昭二 男 女子栄養大学 教授
170 平成 7 法 難波　知人 男 （株）関東日立　北南東支社 部長
171 平成 7 国経 金井　保憲 男 かない社会保険労務士事務所 代表
172 平成 9 経 小菅　貴春 男 （株）小菅不動産 代表取締役
173 平成 9 経 松井　晋一 男 ショーワテック（株） 代表取締役
174 平成 9 化学 永田　雅人 男 （医）村田会　村田会湘南訪問介護ステーション 訪問介護員
175 平成 10 法 高山　現人 男 （公財）横浜企業経営支援財団 総務部総務課長
176 平成 11 国経 矢島　俊明 男 （株）ベイフードサービス 取締役総務部長
177 平成 11 化学 平出　功 男 （公財）日本分析センター 分析部・調査役
178 平成 12.9 貿 小野田　雅一 男 衆議院議員塩谷立事務所 秘書
179 平成 12 国経 湯川　惠子 女 神奈川大学 経営学部　教授
180 平成 13 法 松永　仁美 女
181 平成 13 経 近　聡子 女 （株）三奥屋 常務取締役
182 平成 14 経 舟倉　大輔 男 舟倉大輔税理士事務所 税理士
183 平成 15 経 棟方　久美子 女 横浜信用金庫 吉野町支店　お客様サービス課長
184 平成 15 貿 中村　友美 女 アーツアンドクラフツ（株） マネージャー
185 平成 16 国経 松田　孝一 男 （有）松田工務店 代表取締役
186 平成 17 貿 大塚　友広 男 （株）イノベーション/izuru（株）/（一社）アジアジュニアゴルフ協会 執行役員/ 代表取締役/ 理事
187 平成 17 経博前 金子　浩也 男 税理士法人エスケーワイ 社員
188 平成 18 中国 武井　克真 男 白鴿国際／（一社）アジアビジネス連携協議会 共同代表/ 理事・事務局長
189 平成 18 法務 横山　朗 男 SKY 総合法律事務所 弁護士
190 平成 19 自治 髙嶺　徹 男 （学）神奈川大学
191 平成 20.9 生物 齋藤　礼弥 男 神奈川大学 理学部生物科学科 非常勤講師
192 平成 21 自治 加藤　央之 男 （株）物語コーポレーション 代表取締役社長
193 平成 23 経 水野　千夏 女 （株）せん 代表取締役社長
194 平成 23 現ビ 棚橋　彩香 女 （株）テレビ静岡
195 平成 24 国経 下村　亜里紗 女 明治安田生命保険（相）
196 平成 25 国文 村竹　渚 女

注）番号　卒業年・学科順
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定
年
退
職
後
、
近
く
の
医
薬
研
究
所
へ

再
就
職
。
二
年
前
に
完
全
退
職
し
、
現
在
、

私
は
息
子
が
開
業
す
る
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

理
事
だ
そ
う
だ
。
理
事
と
い
っ
て
も
名
前

だ
け
で
、
中
身
は
雑
用
専
門
の
た
だ
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
だ
。
た
だ
、
神
大
で
の
ギ
タ
ー

と
友
人
と
の
思
い
出
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
卒

業
以
来
い
ま
だ
に
音
楽
活
動
を
続
け
て
い

る
。
ギ
タ
ー
で
は
な
く
何
と
尺
八
で
、ポ
ッ

プ
ス
や
演
歌
、
ジ
ャ
ズ
ま
で
楽
し
ん
で
い

る
。
も
う
八
十
歳
が
見
え
て
い
る
が
、
私

は
吉
田
拓
郎
さ
ん
の
時
代
か
ら
離
れ
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。

　
学
生
生
活
は
も
ち
ろ
ん
「
お
陰
様
で
、

健
康
で
、
私
の
人
生
、
ア
ー
面
白
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
た
い
。
そ
し
て
こ
の
原
点
は
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
横
浜
の
未
知
の
地

を
踏
ん
だ
神
大
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

た
し
ろ
・
け
い
す
け

◎
理
事　

1
9
7
2（
昭
和
47
）年

工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

歴
史
の
あ
る
海
外
地
域
組
織

タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
会

バ
ン
コ
ク
会
　
小
林
　
豊（
74
歳
）

　
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
と
言
え
ば
、
日
系
企

業
が
進
出
し
て
タ
イ
経
済
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
国
で
、
日
本
人
が
約
10
万
人
生

活
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、
日
本
人
が

利
用
す
る
飲
食
店
、
商
店
が
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
電
車
、
地
下
鉄

な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
恵
ま
れ
て
い
て
快

適
な
生
活
を
イ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
駐
在
員
に
と
っ
て
人
気
の
あ
る
赴

任
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
約
50
年
前
の
1
9
3
8
（
昭
和
13
）

年
、
横
浜
専
門
学
校
（
神
奈
川
大
学
の
前

身
）
を
卒
業
さ
れ
た
西
野
順
治
郎
氏
と
大

橋
寅
治
郎
氏
を
中
心
に
1
9
6
9
（
昭
和

44
）
年
神
奈
川
大
学
バ
ン
コ
ク
O
Ｂ
会
が
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
西
野
氏
に
つ
い
て

は
、
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
橋
寅
治
郎
氏
は
1
9
6
3
（
昭

和
38
）
年
法
経
学
部
貿
易
学
科
卒
で
、
日

野
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ラ
ン
ド
社
長
を
歴
任
し
、

さ
ら
に
タ
イ
国
日
本
人
会
会
長
を
6
年
間

歴
任
し
、
現
在
84
歳
で
当
会
の
名
誉
会
長

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
の
実

績
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
は
小
林
実
氏
が
会

長
代
行
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
約
50
年
の
実
績
を
持
つ
当
組
織
は
、
今

後
と
も
タ
イ
社
会
に
溶
け
込
み
活
動
を
続

け
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
約
3
年
前
、

事
務
局
長
が
本
国
に
帰
国
し
て
、
休
眠
状

態
に
陥
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
に
よ

り
再
建
さ
れ
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
海
外
組
織
の
た
め
、
会
員
間
の
親

睦
や
情
報
交
換
の
た
め
の
例
会
と
飲
み
会

を
半
年
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
先
に
紹
介
し
た
西
野
順
治
郎

氏
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
紹
介
し
た
い
。
検

索
画
面
に
て
「
タ
イ
自
由
ラ
ン
ド
、
西
野
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
て
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
小
生

が
筆
者
で
、
同
氏
の
伝
記
を
連
載
中
で
す
。

こ
ば
や
し
・
ゆ
た
か

◎
会
長
代
行　

1
9
7
2（
昭
和
47
）年

工
学
部
建
築
学
科
卒
業 和気あいあいの例会風景（前列右側が筆者）

8ページから続く

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
か
ら
の
礼
状

『
宮
陵
会
報
』（
№
１
１
４
）
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
箱
根
保

養
所
宿
泊
券
に
当
選
さ
れ
た
方
か
ら
、
左
記
の
お
礼
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
し
た
。紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
編
集
部
）

◆
◆
◆

　い
つ
も
会
報
誌
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
卒
業
生
、
在
校

生
、
ま
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
活
躍
、
そ
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
、
施
設
の
充
実
ぶ
り
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
卒
業
生
と

し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

　さ
て
、
突
然
メ
ー
ル
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
お
礼
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
「
宮
陵

会
報
」（
№
１
１
４
）に
て
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
応
募
し
、
抽
選
で
箱
根
保
養
所
の
ペ
ア

宿
泊
券
を
当
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
、
家
内
と
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　保
養
所
と
い
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ホ

テ
ル
並
み
の
施
設
、
お
料
理
、
居
心
地
の
良

さ
で
す
。
ま
た
近
隣
は
美
術
館
や
植
物
園
、

仙
石
原
の
す
す
き
、
公
時
神
社
な
ど
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
抜
群
で
し
た
。
実
は
家
内
が
今
年

還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
お
祝
い
で
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
、
保
養
所
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
次
第
で
す
。

（
中
略
）

　秋
の
箱
根
、
そ
し
て
保
養
所
滞
在
を
満
喫

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
限
定
の
土

瓶
蒸
し
も
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

家
内
も
満
足
し
て
く
れ
た
様
子
で
何
よ
り
で

し
た
。
保
養
所
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
も
よ

ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
す
っ
か
り
気
に

入
り
、
次
回
は
、
年
末
、
お
世
話
に
な
ろ
う

と
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
定
年
が
近
づ

き
、
母
校
の
保
養
所
で
ゆ
っ
く
り
色
ん
な
思

い
に
浸
ろ
う
な
ど
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　以
上
、
と
り
と
め
も
無
い
文
章
で
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
先
ず
は
、
御
礼
ま
で
。

こ
れ
か
ら
も
宮
陵
会
の
益
々
の
繁
栄
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

（
千
葉
県

　男
性
）
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希望者に神奈川大学などが発行した下記の本をプレゼントします。
希望者は、はがきに、希望する番号（本のタイトル）と郵便番号、住所、
氏名、卒業年と卒業学科及び会員番号を書いて、

　〒２２１-０８０２ 横浜市神奈川区六角橋３の２７の１
　神奈川大学宮陵会「本のプレゼント係」へ。

本一冊に付き、はがき一通での応募となります。
締め切り　２０２３年１月３１日（火）必着。
応募者多数の場合は抽選。当選者は、発送もって代えさせていただ
きます。
（会員番号とは、本号の宛名台紙の下に記載されている番号のこと）

①神奈川大学人物誌　横浜専門学校編
（神奈川大学資料編纂室編、神奈川大学刊、2018年発行）………２冊
②神奈川大学人物誌　神奈川大学編
（神奈川大学資料編纂室編、神奈川大学刊、2021年発行）………３冊
③『人をつくる　神奈川大学物語』
（神奈川新聞社編集局編、神奈川新聞社刊、２０１０年発行）…… ３冊
④『神奈川創立六十年周年記念論文集』
（創立六十年周年記念論文集編集委員会編、神奈川大学刊、1989年発行）

…………………………………………………………………… ６冊
⑤『湘南ひらつかキャンパス２０年のあゆみ』
（湘南ひらつかキャンパス開設２０周年記念出版編集委員会編、神奈川大学刊、２００９年発行） 
…………………………………………………………………… ６冊

⑥『神奈川大学五十年小史』
（神奈川大学創立五十周年小史編集委員会編、神奈川大学刊、1982年発行）

………………………………………………………… 9冊
⑦『東アジアの地域協力と秩序再編』
（神奈川大学アジア問題研究所編、お茶の水書房刊、2012年刊）
……………………………………………………………………10冊

⑧『神奈川大学創立七十周年記念　随筆集』
（創立七十周年記念論文集編集発行実行委員会編、神奈川大学刊、１９９８年発行） 

……………………………………………………………………………10冊
⑨『神奈川大学創立七十周年記念論文集』
（創立七十年周年記念論文集編集発行実行委員会編、神奈川大学刊、１９９８年発行）

……………………………………………………………………………10冊
⑩『知の作法』
（杉本剛著、神奈川大学刊、２００６年発行）……………………………20冊
⑪『生きもの歳時記　湘南ひらつかキャンパス』
（湘南ひらつかキャンパス「生きもの歳時記」編集委員会編、神奈川大学刊、２０１０年発行）

……………………………………………………………………………20冊
⑫大学生、ボランティアの襷をつなぐ
（神奈川大学東日本大震災被災地支援室編、橋本盛作刊、２０１２年発行）

……………………………………………………………………………26冊
⑬『教育は人を造るにあり　米田吉盛の生涯』
（神奈川大学米田吉盛伝編集委員会編、お茶の水書房刊、２００８年発行）

……………………………………………………………………………54冊

本のプレゼント

　公立学校は、日本中の人口密集地に集中し、しかも
全国各地に大量に存在している。しかし、その充実した
施設群は、1年のうち170日間も活用されていない。そ
こで学校を、教員免許を持った教師だけの聖域とせず
地域の共有資産としての「ハコモノ」と考え、塾やスポー
ツ系企業、警備会社などの民間事業者に運営参入しても
らう。すると地域の高齢者やボランティアが集う、まさ
に地域の「中核」に生まれ変わる。そしてそこは、「教
育格差」や「孤食」を解消する、子どもたちの憩いの
場所になる。
　これは絵空事ではない。なぜなら、この手法は既に
日本各地の刑務所の運営に使われ、成功しているシステ
ムを踏襲しているからだ。官民連携の教育、そのために
活用すべき学校という「ハコモノ」の可能性を、世界の
事例も交えて全ての教育関係者、自治体関係者に問う、
渾身の書！！

『学校という「ハコモノ」が日本を救う！』
神奈川大学人間科学部教授　大竹和弘 著

■出版社
白秋社（東京都千代田区飯田橋 4-4-8朝日ビル）

■判型　四六判、208ページ
■価格　1,980円（税込み）
◎近くの書店、ネット書店、またはブックサービス
（電話 0120-29-9625）で。デジタル版でも
読めます。

新刊新刊
　紹介　紹介
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活躍する卒業生

日
本
情
報
通
信
株
式
会
社
ア
ス
リ
ー
ト
社
員  

石
川 

拳
大（
28
歳
）

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
神
大

いしかわ・けんた
1994 年（平成6 年）神 奈 川
県 生まれ、28 歳。2018年 経
営学部国際経営学科卒業。
同年、NTTグループ日本 情
報通信株式会社（NI+C）に
サーフィン競技のアスリー
ト社員として入社。現在は、
2 児の父でありNI+C のアス
リート社員として国内外の
大会に参戦中。また、ライフ
ワークとしてOCEANTREE
 PROJECTを取り組む。

　
私
は
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
日
本
情
報

通
信
株
式
会
社 

（
N
I
+
C
）
の
ア
ス
リ
ー

ト
社
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
で
す
。
4
歳
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン

を
始
め
、
小
学
生
の
頃
に
湘
南
へ
引
っ
越
し

て
か
ら
は
サ
ー
フ
ィ
ン
が
欠
か
せ
な
い
日
課

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
4
年
間

留
学
し
た
後
、
2
0
1
4
年
に
帰
国
子
女

枠
で
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
に
入
学
を

し
ま
し
た
。

　
高
校
生
活
を
海
外
で
過
ご
し
て
い
た
た

め
入
学
当
日
は
友
人
が
1
人
も
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
通

学
初
日
、
偶
然
通

学
中
の
バ
ス
の
中

で
出
会
っ
た
友
人

や
、
授
業
で
意
気

投
合
し
た
友
人
な

ど
、
今
で
も
仲
の

い
い
最
高
な
仲
間

と
出
会
う
事
が
で

き
ま
し
た
。
1
年

生
の
頃
に
は
仲

間
た
ち
と
共
に

「
N
A
V
Y
Z
（
ネ

イ
ビ
ー
ズ
）
」
と

い
う
サ
ー
フ
ィ
ン
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
サ
ー

フ
ィ
ン
は
も
ち
ろ
ん
映
像
制
作
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
く
中

で
、
N
A
V
Y
Z
を
き
っ
か
け
に
仲
間
た

ち
も
増
え
て
い
き
、
本
当
に
楽
し
い
日
々

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
当
時
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
競
技
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
た
め
、
神
奈
川
大
学
代

表
と
し
て
学
生
全
日
本
大
会
や
一
般
の
全

日
本
大
会
で
何
度
か
優
勝
を
し
、
3
年
生

の
頃
に
は
日
本
代
表
と
し
て
世
界
選
手
権

大
会
に
も
出
場
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
内
の
職
員
、
先
生
、
食
堂
の
方
々

に
全
力
で
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と

を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
3
年
生
の
進

路
を
考
え
る
際
、
あ
る
先
生
か
ら
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
「
ア
ス
ナ
ビ
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
就
職
活
動
を
し
、
そ

し
て
、
サ
ー
フ
ィ
ン
業
界
初
の
社
会
人
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
N
I
+
C
に
入
社
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
N
I
+
C
の

ア
ス
リ
ー
ト
社
員
と
し
て
国
内
外
の
大
会

に
参
戦
中
で
す
。

　
就
活
と
同
時
進
行
で
進
め
て
い
た
の
が

卒
業
制
作
で
す
。
O
C
E
A
N
T
R
E
E 

P
R
O
J
E
C
T
と
い
う
名
で
、
当
時
受

け
て
い
た
道
用
大
介
先
生
の

F
a
b
l
a
b
の
授
業
の
仲
間
た
ち
と
共

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
原
点
で
あ
る
ア
ラ
イ
ア

と
い
う
木
製
の
一
枚
板
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を

テ
ー
マ
に
「
山
と
海
を
繋
げ
た
い
」
と
い

う
地
球
規
模
の
自
然
の
循
環
を
表
現
す
る

も
の
で
し
た
。
学
部
と
し
て
は
論
文
を
書

く
こ
と
が
卒
業
条
件
だ
っ
た
の
で
す
が
、

何
か
面
白
い
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
短
編

映
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
4
年
生
の
頃
に

「
O
C
E
A
N
T
R
E
E  

T
h
e  

J
o
u
r
n
e
y  

o
ｆ   

E
s
s
e
n
c
e
」

と
い
う
短
編
映
画
を
卒
業
制
作
と
し
て
発

表
し
ま
し
た
。
初
回
上
映
会
に
は
約

3
0
0
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

僕
た
ち
の
想
い
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
卒
業
し
て
か
ら
も
O
C
E
A
N
T
R
E
E 

P
R
O
J
E
C
T
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
続
け
て
い
ま
す
。

　
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
、
入
学
し
て
か

ら
の
出
来
事
も
、
今
思
い
返
せ
ば
全
て
が

偶
然
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
座
右
の
銘

で
も
あ
る
「
一
期
一
会
」
の
想
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
ら

素
敵
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

仲
間
、
仕
事
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
を
与
え
て
く
れ
、
私
の
人
生
の

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
大

学
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

在
学
中
は
就
職
な
ど
将
来
の
こ
と
を
不
安

に
思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

時
を
全
力
で
過
ご
し
て
い
れ
ば
楽
し
い
未
来

が
必
ず
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
常
に

「
ど
う
楽
し
く
生
き
る
か
」
を
意
識
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
在
学
中
の
学
生

の
皆
さ
ん
に
も
日
々
の
生
活
を
全
力
で
自
分

な
り
に
楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
。

OCEANTREE  PROJECT

競技写真

活躍する卒業生
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活躍する卒業生

  

井
上　

徹
（
64
歳
）

人
生
い
ろ
い
ろ
　
人
そ
れ
ぞ
れ

いのうえ・てつ
1958年（昭和33）年3月東京
生まれ、64歳。1980年経済
学部貿易学科卒業〈貿易研
究部。中野宏一ゼミ（貿易マー
ケティング論）所属〉。同年日
立リース（株）〈現 三菱HCキャ
ピタル（株）〉入社。海外駐在
約 17年〈シンガポール (13
年）、インド（4年）〉を含め国際
業務で38年間勤務。2018年
3月、60歳で定年退職。現
在地元練馬区でシニアライフ
をエンジョイ中、♫あなたが思
うより健康です♫

　
60
歳
で
定
年
退
職
し
、
地
元
練
馬
で
地

域
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
（
１
）
週
3
、
4
回
ジ

ム
に
通
い
ヨ
ガ
を
始
め
る
。
（
２
）
シ
ニ
ア

カ
ラ
オ
ケ
会
に
入
会
、
月
1
回
シ
ニ
ア
界

の
ヤ
ン
グ
ア
イ
ド
ル
と
し
て
昭
和
歌
謡
を
う

た
っ
て
い
る
。
（
３
）
母
親
の
介
護
補
助
を

週
4
日
ほ
ど
行
っ
て
い
た
。
ジ
ム
や
カ
ラ

オ
ケ
を
通
し
て
、
歳
上
の
新
し
い
友
達
が

大
勢
で
き
た
。

　
イ
ン
ド
か
ら
帰
任
後
約
3
年
半
続
い
た

介
護
が
、
昨
年
3
月
に
終
わ
り
時
間
が
で

き
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
散
髪
屋
で
長
命
寺

の
境
内
掃
除
の
紹
介
を
受
け
た
。
「
時
間

が
あ
る
な
ら
お
掃
除
手
伝
っ
て
あ
げ
て
よ
。

人
手
不
足
で
困
っ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
」
。

こ
れ
だ
ッ
！
ピ
ン
と
き
た
。
地
域
貢
献
で

運
動
に
も
な
る
。
そ
れ
に
ご
近
所
だ
し
お

給
金
ま
で
頂
け
る
。
お
寺
の
お
掃
除
が
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
2
年
弱
続
い
て
い
る
。
体
の
動
く
限

り
、
続
け
る
つ
も
り
だ
。

　
「
お
掃
除
週
記
」
と
題
し
て
神
大
出
身

仲
間
に
メ
ー
ル
し
て
い
る
。
字
数
が
許
す

限
り
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

1
や
っ
て
み
て
分
か
っ
た
。
リ
ヤ
カ
ー
を
引

き
、
箒
3
本
、
熊
手
に
チ
リ
ト
リ
を
使
う
。

結
構
な
労
働
だ
。
ご
住
職
曰
く
「
掃
除
は

ス
ピ
ー
ド
で
は
な
く
ク
オ
リ
テ
ィ
で
す
。

お
寺
に
来
ら
れ
る
方
は
お
掃
除
し
た
後
の

落
葉
か
ど
う
か
分
か
り
ま
す
か
ら
」（
最
初

に
思
っ
た
の
は
「
住
職
も
英
単
語
使
う
ん

だ
」
）
。
会
社
で
は
ス
ピ
ー
ド
も
ク
オ
リ

テ
ィ
も
両
方
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
別
世

界
だ
。

2
そ
も
そ
も
い
い
加
減
な
掃
除
は
で
き
な

い
。
仏
像
や
お
地
蔵
様
に
見
ら
れ
て
い
る
。

ご
ま
か
し
や
嘘
が
許
さ
れ
な
い
。
無
心
で

自
分
自
身
に
正
直
に
な
れ
る
。
心
身
共
に

鍛
え
ら
れ
る
。
お
坊
さ
ん
の
修
行
の
よ
う

だ
。
私
の
場
合
は
修
行
僧
見
習
だ
な
。

3
５
月
、
池
に
カ
モ
が
2
羽
や
っ
て
来
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
卵
を
産
み
に
く
る
ら
し

い
。
で
も
誰
一
人
卵
を
見
た
こ
と
が
な
い

よ
う
だ
。
誰
に
も
言
っ
て
い
な
い
が
、
私

は
一
つ
の
卵
を
見
つ
け
た
。
数
日
後
に
は

無
く
な
っ
て
い
た
。
カ
ラ
ス
が
咥く

わ

え
て
行
っ

た
の
カ
モ
？
長
命
寺
の
カ
モ
な
の
で
「
鴨

の
長
命
」
と
名
付
け
た
。
来
年
も
ま
た
会

お
う
！

4
６
月
に
「
紫
陽
花
庭
」
が
完
成
し
た
。

大
勢
の
方
が
観
賞
に
来
ら
れ
た
。
有
名
に

な
る
か
な
？

5
「
こ
ん
に
ち
は
ー
！
」
大
き
な
声
で
保
育

園
児
が
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
お
散
歩
。
松

ぼ
っ
く
り
や
ド
ン
グ
リ
拾
い
、
カ
エ
ル
や
ト

ン
ボ
を
見
つ
け
て
は
歓
声
を
上
げ
る
。
微

笑
ま
し
い
光
景
だ
。

6
７
月
後
半
、
菩
提
樹
の
実
を
拾
う
お
じ

い
さ
ん
。
奥
様
が
こ
の
実
で
数
珠
を
作
る

と
い
う
。
無ム

ク
ロ
ジ

患
子
の
実
で
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
作

る
ら
し
い
。
奥
様
の
お
手
伝
い
で
夫
婦
円

満
と
の
こ
と
。
い
い
趣
味
だ
！

7
夏
が
終
わ
る
と
銀
杏
シ
ャ
ワ
ー
が
始
ま

る
。
大
き
な
銀
杏
の
木
が
4
本
も
あ
る
。

落
ち
た
銀
杏
を
拾
い
易
い
よ
う
に
箒
で
小

分
け
し
て
、
6
カ
所
ぐ
ら
い
に
ま
と
め
た
。

年
配
女
性
が
数
人
や
っ
て
来
て
お
喋
り
し

な
が
ら
拾
っ
て
い
た
。
後
で
見
る
と
律
儀

に
も
葉
っ
ぱ
と
皮
を
集
め
て
小
山
に
し
て
く

れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
を
片
付
け
た
。

8
「
姿
見
の
井
戸
」
が
あ
る
。
井
戸
を
覗

い
て
顔
が
見
ら
れ
た
ら
、
長
生
き
で
き
る

ら
し
い
。
梅
雨
や
大
雨
の
後
が
ベ
ス
ト
。

水
が
溜
ま
る
の
で
。
お
試
し
あ
れ
！

ヨ
ガ
を
し
て
お
寺
で
お
掃
除
。
こ
れ
っ
て

神
様
の
お
導
き
？
イ
ン
ド
駐
在
が
そ
う
さ

せ
た
の
か

な
？
「
小

さ
な
幸
せ
、

少
し
の
感

動
、
謙
虚

な

気

持

ち
」
を
与

え
て
く
れ

る
お
寺
の

お
掃
除
で

す
。

長命寺の石碑の前

長命寺南大門前 練馬区の長命寺境内
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活躍する卒業生

講話編

岐
阜
県
関
市
在
住  

清
水　

昭
弘（
79
歳
）

１
９
６
５(

昭
和
40)

年　

法
経
学
部
貿
易
学
科
卒
業

我

が

軌

跡

　
古
来
こ
の
街
は
刃
物
で
名
の
知
ら
れ
た

地
で
あ
り
、
江
戸
期
ま
で
は
刀
剣
鍛
錬
が

盛
ん
で
し
た
。
焼
入
れ
後
の
波
状
紋
が
、

三
本
の
杉
の
形
を
為
し
た
「
関
の
孫
六
」

な
ど
名
刀
の
産
地
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
の
廃
刀
令
以
降

は
、
刀
剣
製
造
か
ら
種
々
の
刃
物
製
造
へ

移
行
し
活
気
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
父
も
刃
物
の
製
造
業
者
で
あ
り
、

主
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ
を
製
造
し
て

い
ま
し
た
。
父
の
工
場
で
は
、
昭
和
30
年

代
ま
で
製
造
販
売
が
許
さ
れ
て
い
た
飛
び

出
し
ナ
イ
フ
が
ヒ
ッ
ト
商
品
で
し
た
。
主

と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
映
画
「
Ｏ
Ｋ
牧
場
の
決
闘
」

で
カ
ー
ク
ダ
グ
ラ
ス
が
ド
ア
に
向
か
っ
て
何

本
も
そ
の
飛
び
出
し
ナ
イ
フ
を
投
げ
つ
け

た
り
、
「
荒
野
の
七
人
」
で
は
ジ
ェ
ー
ム
ス

コ
バ
ー
ン
が
拳
銃
使
い
と
対
決
し
、
早
や

投
げ
の
ナ
イ
フ
で
相
手
を
倒
し
た
場
面
な

ど
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
飛
び
出
し
ナ
イ
フ
は
や
が
て
そ
の
製

造
も
販
売
も
禁
止
さ
れ
、
一
般
刃
物
の
製

造
に
方
向
を
変
え
ま
し
た
。

　
父
の
工
場
の
製
品
が
ほ
と
ん
ど
外
国
向

け
の
輸
出
品
で
あ
っ
た
た
め
、
岐
阜
工
業

高
校
機
械
科
を
卒
業
し
た
私
は
神
大
貿
易

学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
工
場
の
製
品
を

直
接
輸
出
す
る
仕
事
を
や
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
大
学
卒
業
後
は
貿
易
業
務
を
習
得
す
る

た
め
、
名
古
屋
の
小
貿
易
商
社
で
２
年
間

見
習
い
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

父
の
会
社
へ
身
を
移
し
、
刃
物
の
製
造
や

販
売
を
業
務
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
当
時

も
現
在
も
国
内
で
は
刃
物
は
危
険
物
と
捉

え
ら
れ
、
刃
渡
り
5
.
5
㌢
以
上
の
ポ
ケ
ッ

ト
ナ
イ
フ
の
製
造
や
所
持
は
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。
1
ド
ル
3
6
0
円
の
固
定
相
場

制
か
ら
自
由
変
動
相
場
と
な
り
輸
出
に
陰

り
が
出
た
り
、
雇
用
賃
金
の
上
昇
な
ど
の

事
情
が
重
な
り
、
父
の
工
場
を
経
験
の
乏

し
い
若
者
が
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
難

し
く
な
り
、
刃
物
製
造
業
を
閉
鎖
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
大
学
で
学
ん
だ
英
語

力
が
身
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
近
隣
の

子
ど
も
を
集
め
て
始
め
た
学
習
塾
が
軌
道

に
乗
り
、
自
宅
の
ほ
か
に
２
カ
所
の
教
室

を
開
き
、
糊
口
を
凌
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
も
う
一
つ
の
幸
運
は
、
中
学
時
代
の

恩
師
か
ら
中
学
校
の
英
語
講
師
を
依
頼
さ

れ
、
続
い
て
高
校
の
英
語
講
師
の
依
頼
も

あ
り
、
10
年
以
上
、
昼
間
は
高
校
の
英
語

本
年
10
月
1
日
に
開
催
さ
れ
た
岐
阜
県
宮
陵
会
総
会
で
、関
市
在
住
の
清
水
昭
弘
さ
ん
が
記
念
講
話
を
さ
れ
た
。そ
の
内
容
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

講
師
、
夜
は
学
習
塾
の
教
師
と
い
う
生
活

を
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て
教
壇

か
ら
身
を
退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
塾

の
経
営
も
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
生
は
不
運
も
あ
れ
ば
幸
運
も
あ
り
ま

す
。
30
歳
を
超
え
た
頃
、
俳
句
に
関
心
を

持
ち
、
そ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
師
と
し

た
の
は
、
著
名
な
山
梨
県
の
飯
田
龍
太
先

生
で
す
。
俳
句
は
自
分
の
性
格
に
合
致
し

た
文
芸
で
あ
り
、
一
生
懸
命
勉
強
も
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
折
り
、
神
奈
川
大
学
に

俳
句
に
造
詣
の
深
い
復
本
一
郎
教
授
が
在

任
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
横
浜
の
先

生
宅
を
訪
れ
、
面
談
し
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
先
生
が
監
修
主
務

を
務
め
て
お
ら
れ
る
通
信
講
座
ユ
ー
キ
ャ
ン

の
俳
句
講
座
の
講
師
を
担
当
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
俳
句
に
関
す
る
仕
事
と
し
て
、ユ
ー

キ
ャ
ン
の
通
信
講
座
の
ほ
か
N
H
K
学
園

俳
句
通
信
講
座
、
N
H
K
名
古
屋
文
化
セ

ン
タ
ー
俳
句
講
座
、
中
部
学
院
大
学
市
民

講
座
の
講
師
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
、
市
内
の
六
句
会
で
指
導
俳
句
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
少
し
変
わ
っ
た
仕
事

と
し
て
、
岐
阜
刑
務
所
収
容
者
の
俳
句
講

座
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
神
奈
川
大
学
貿

易
科
で
学
ん
だ
こ
と
と
は
離
れ
た
分
野
で

の
日
々
で
し
た
が
、
大
学
の
建
学
の
精
神

「
質
実
剛
健
」
「
積
極
進
取
」
の
気
概
は

忘
れ
ず
に
歩
ん
で
来
た
自
負
が
あ
り
ま

す
。
人
生
の
残
り
の
日
々
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
建
学
の
精
神
に
沿
う
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

前列左から 2人目が筆者、右隣は水口忠彦岐阜県宮陵会会長
（岐阜県宮陵会総会、22年 10月 1日、岐阜キャッスルイン）
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し
て
い
た
の
で
、
下
宿
先
の
お
ば
さ
ん
は

ど
う
し
た
か
な
、
下
宿
先
は
今
ど
う
な
っ

て
い
る
か
な
と
思
い
、
徒
歩
と
電
車
で
神

大
～
白
楽
駅
～
大
倉
山
駅
～
下
宿
先
ま
で

昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
行
っ
て
み
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
景
色
は
変
わ
っ
て
お
り
、
特
に
大

倉
山
は
50
年
前
に
は
畑
や
空
き
地
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
商
店
街
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
こ
う
い
う
物
が
あ
っ
た

な
と
思
い
な
が
ら
、
下
宿
ま
で
歩
く
こ
と

が
で
き
満
足
し
ま
し
た
。
下
宿
先
付
近
の

建
物
は
新
し
く
な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
道

路
な
ど
は
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
下
宿
先

の
お
ば
さ
ん
が
施
設
に
入
っ
て
お
り
、
会
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
当
時
、
中
学
生
だ
っ
た
息
子
さ
ん
は
結

婚
し
、
そ
の
奥
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
時
代
の
流
れ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　
大
学
に
も
寄
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
校
内
に
は
入
れ
て
も
ら
え

ず
、
外
か
ら
の
感
じ
で
は
ま
っ
た
く
50
年

前
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
収

ま
り
ま
し
た
ら
ゆ
っ
く
り
見
に
行
こ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
柔
道
部
で
あ
り
、
お
互
い
に
苦
労
し
た

同
級
生
と
は
3
年
に
1
回
「
懐
か
し
む
会
」

を
開
催
し
、
部
活
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
な

ど
を
語
り
明
か
す
こ
と
な
ど
を
楽
し
み
に
、

年
金
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
と
は
「
勝
チ
ァ

ン
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
途
絶
え
て
い
た

二
人
の
距
離
を
埋
め
て
く
れ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
二
人
の
友
情
が

い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
つ
つ

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
85
歳
、
限
ら
れ
た
時
間
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
好
き
な
野
菜
づ
く
り
に

没
頭
し
て
い
ま
す
。
30
ア
ー
ル
（
3
0
0
0

平
方
㍍
）
の
畑
で
春
に
収
穫
で
き
る
野
菜

や
夏
に
収
穫
で
き
る
野
菜
（
葉
菜
類
・
果

菜
類
・
根
菜
類
）
で
汗
を
流
し
、
わ
が

家
の
食
卓
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。
多
く

採
れ
た
時
は
ご
近
所
に
配
り
、
遠
く
離
れ

た
子
供
た
ち
に
も
送
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
熱
中
症
に
な
り
ま
す
よ
」
と
、
家
内
の

忠
告
を
聞
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
し
て
半
世
紀
。
神
奈
川
大
学
か
ら

宮
陵
会
報
な
ど
を
頂
く
た
び
に
、
学
生
時

代
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
誰
か
知
っ
て
い
る

人
が
出
て
い
な
い
か
と
隅
か
ら
隅
ま
で
目

を
通
し
、
思
い
出
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

若
い
頃
は
、
仕
事
、
生
活
に
も
追
わ
れ
た

た
め
か
昔
の
こ
と
を
思
う
余
裕
す
ら
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
60
歳
を
過
ぎ
た
頃
か

ら
学
生
時
代
の
こ
と
、
就
職
し
最
初
に
赴

任
し
た
三
重
県
四
日
市
の
こ
と
な
ど
が
大

変
懐
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
4
年
間
は
大
倉
山
に
下
宿
を

投稿投稿
　
「
若
い
頃
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

て
い
ま
す
」
。
見
覚
え
の
あ
る
「
勝
チ
ャ

ン
」
筆
跡
の
今
年
の
賀
状
は
、
嬉
し
く
て

何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

　
20
数
年
振
り
の
時
間
が
埋
ま
り
ま
せ

ん
。
彼
と
は
中
学
か
ら
の
友
で
す
。
大
学

２
年
生
の
時
、
幻
の
五
新
鉄
道
（
奈
良
県

五
條
市
か
ら
和
歌
山
県
新
宮
市
を
結
ぶ
予

定
だ
っ
た
）
計
画
路
を
歩
い
て
（
一
部
バ

ス
）
、
紀
伊
半
島
を
縦
断
し
た
思
い
出
。

私
は
地
方
公
務
員
へ
、
彼
は
教
育
者
と
し

て
多
く
の
若
人
の
指
導
に
頑
張
っ
て
い
る
話

を
度
々
耳
に
し
ま
し
た
。
定
年
後
は
行
動

範
囲
が
狭
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
心

の
隅
で
気
に
留
め
な
が
ら
時
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。
車
で
移
動
中
、
彼
が
畑
へ
行
く
姿

を
遠
く
か
ら
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
頑
張
ろ
う
ね
」
と

心
で
呼
び
掛
け
な
が
ら
運
転
し
て
い
ま
す
。

　
数
ヶ
月
前
、
新
聞
購
読
料
集
金
の
方
か

ら
「
岡
村
さ
ん
と
友
達
で
す
か
？
」
と
聞

一
枚
の
は
が
き

和
歌
山
県　

岡
村　

光
惟（
85
歳
）

1
9
6
1
（
昭
和
36
）年 

法
経
学
部
法
学
科
卒
業

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は20 頁） 卒

業
生
の

声

投稿投稿

大
倉
山
の
下
宿
先
を

訪
ね
る

静
岡
県　

鈴
木　

康
夫
（
74
歳
）

１
９
７
０
（
昭
和
45
）年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

　
昭
和
63
年
、
短
期
大
学
部
第
二
法
学
科

を
卒
業
後
、
市
役
所
勤
務
を
経
て
、
現
在

鍼
灸
師
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
4
年
前
、
弁
護
士
の
先
生
の
治
療
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。
末
期
癌
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
で
す
。
職
業
柄
と
て
も
緊
張
し
て
伺

い
ま
し
た
が
、
と
て
も
温
厚
な
方
で
安
心

し
ま
し
た
。
ご
自
宅
が
神
奈
川
大
学
に
近

い
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
話
の
糸
口
に
と
思
い
、

「
神
奈
川
大
学
は
お
近
く
で
す
か
?
実
は

私
、
短
大
で
す
が
神
奈
川
大
学
の
法
学
科

卒
業
で
…
」
と
恐
れ
な
が
ら
聞
く
と
、

「
え
っ
神
奈
川
大
学
?
僕
も
神
奈
川
大
学

だ
よ
、
今
も
一
応
役
員
や
っ
て
る
よ
」
と
、

嬉
し
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
り
、
一
気
に
距
離
が

縮
ま
り
ま
し
た
。

　
西
洋
医
学
で
は
も
う
打
つ
手
が
無
く
、

訪
問
看
護
よ
り
、
私
を
受
け
入
れ
て
下
さ

い
ま
し
た
が
、
極
寒
の
冬
の
時
期
の
た
め
、

入
院
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
入
院
間

も
な
く
、
天
国
へ
と
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
早
く
出
会
っ
て
い
れ
ば
、
治
療
の
可

能
性
も
あ
っ
た
の
に
、
沢
山
お
話
し
も
出

来
た
の
に
、
勉
強
も
さ
せ
て
頂
き
た
か
っ

た
の
に
…
。
後
悔
と
悲
し
み
で
一
杯
で
し

た
。
今
で
も
、
宮
陵
会
報
が
届
く
度
、
涙

が
出
ま
す
。

　
在
学
中
は
大
変
な
毎
日
で
、
学
生
生
活

を
謳
歌
す
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
み
を

投稿投稿

神
大
の
想
い
出
、再び

神
奈
川
県　

松
浦
幸
恵
（
54
歳
）

１
９
８
８(

昭
和
63)

年

短
期
大
学
部
第
二
部
法
学
科
卒
業
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夢
の
米
国ＭＢ

Ａ
留
学

神
奈
川
県　

南
山　

武
男（
69
歳
）

１
９
７
８
（
昭
和
53
）年第

二
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

見
つ
け
、
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
段
々

薄
れ
ゆ
く
神
奈
川
大
学
の
想
い
出
を
、
再

び
蘇
ら
せ
、
輝
か
せ
て
下
さ
っ
た
先
生
。

今
で
は
、
ま
す
ま
す
愛
校
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、
先
生
も
完
成
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
生
き

て
い
ま
す
。

　
「
こ
っ
ち
は
、
コ
ロ
ナ
も
戦
い
も
無
く
て

良
い
よ
」
と
、穏
や
か
に
笑
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
、
先
生
と
一
緒
に
…
。

　
神
奈
川
大
学
を
卒
業
し
、
10
年
以
上
が

経
ち
ま
し
た
。
私
は
現
在
、
地
元
の
栃
木

県
に
戻
り
、
市
民
を
守
る
消
防
職
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
時
代
を
思
い
返
す
度
に
、
あ
る
言

葉
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
在

籍
中
に
ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ
た
「
本
を
読
む

力
は
、
生
涯
の
皆
さ
ん
の
人
生
を
豊
か
に

し
ま
す
。
本
を
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
い
う
恩
師
の
言
葉
で
す
。
私
は
深
い
考

え
も
持
た
ず
に
、
た
だ
受
動
的
に
月
に
1

冊
の
本
を
読
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
月
1

冊
で
年
12
冊
、
卒
業
か
ら
10
年
以
上
経
ち
、

読
ん
だ
本
の
数
を
合
計
す
る
と
、
百
冊
以

上
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
「
消
防
職
員
に
読
書
っ
て
役
に

立
つ
の
？
」
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
消
防
職
員
の
仕
事
は
、

テ
レ
ビ
に
出
て
く
る
よ
う
な
災
害
現
場
で

の
火
災
・
救
助
・
救
急
の
業
務
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
皆
さ
ん
が
買
い

物
に
行
っ
た
際
に
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
の

あ
る
、
消
火
器
な
ど
の
消
防
設
備
の
規
制

や
検
査
を
担
当
す
る
部
署
も
あ
り
ま
す
。

私
は
消
防
設
備
を
担
当
す
る
部
署
に
配
属

さ
れ
て
お
り
、
災
害
現
場
に
出
動
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

と
呼
べ
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
な
か
で
、

恩
師
の
言
葉
「
本
を
読
む
力
」
は
重
要
な

能
力
で
す
。
現
在
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る

上
で
、
正
し
い
知
識
を
書
物
や
法
文
か
ら

読
み
取
り
、
仕
事
に
生
か
す
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
今
振
り
返
る
と
、
学
生
時
代
に
本
を
読

む
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
不

思
議
な
も
の
で
、
受
動
的
に
始
め
た
は
ず

が
今
で
は
読
書
の
時
間
は
、
私
の
喜
び
の

時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
喜
び
を
私
の
幼
い
子
供
た
ち
に
も
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

投稿投稿

恩
師
へ
の
感
謝

栃
木
県　

志
村　

雄
偉
（
39
歳
）

2
0
0
7（
平
成
19
）年経

済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

　
私
は
日
本
鋼
管
で
働
き
な
が
ら
、
神
大

の
夜
間
部
に
入
学
し
た
。
陸
上
競
技
部
に

入
部
し
、
箱
根
駅
伝
出
場
を
目
指
し
た
が
、

仕
事
、
勉
学
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
３
足
の
草
鞋

は
荷
が
重
く
、
箱
根
駅
伝
予
選
会
前
に
退

部
し
、
そ
の
後
E
S
S
英
会
話
ク
ラ
ブ
で

活
動
し
た
。

　
卒
業
後
、
日
本
鋼
管
の
海
外
事
業
に
携

わ
る
中
で
、
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
経

営
大
学
院
）
で
学
び
た
く
て
会
社
の
留
学

制
度
に
申
し
込
み
を
し
た
が
、
夜
間
大
学

卒
は
対
象
外
と
断
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
社

内
の
英
語
試
験
で
ト
ッ
プ
の
成
績
を
取
り
、

仕
事
で
実
績
を
上
げ
た
結
果
、
留
学
試
験

受
験
が
認
め
ら
れ
、
約
５
０
０
人
の
候
補

者
の
中
で
３
人
に
選
ば
れ
た
。

　
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
M
B
A
（
経

営
大
学
修
士
）は
、当
時
約
８
０
０
校
あ
り
、

そ
の
中
で
ト
ッ
プ

２０
が
超
一
流
M
B
A
。

会
社
か
ら
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
シ
カ
ゴ
な
ど

の
ト
ッ
プ

１０
し
か
入
学
は
認
め
な
い
と
い
う

決
ま
り
。
そ
こ
で
M
B
A
留
学
予
備
校
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
「
夜
間
大
学
卒
は
聞
い
た

こ
と
が
な
い
、
M
B
A
入
学
は
無
理
だ
」

と
言
わ
れ
た
。

　
M
B
A
入
学
の
選
考
は
、
共
通
試
験
、

大
学
成
績
、
論
文
、
紹
介
状
で
決
ま
り
、

ト
ッ
プ

１０
は
競
争
率
が

１０
倍
近
く
あ
っ
た
。

悔
し
く
て
死
ぬ
気
で
猛
烈
に
受
験
勉
強

し
、
神
大
ゼ
ミ
で
お
世
話
に
な
っ
た
重
田

教
授
の
紹
介
状
を
い
た
だ
き
、
幸
運
に
も

数
校
の
合
格
か
ら
、
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
の
シ

カ
ゴ
大
学
を
選
ん
だ
。

　
シ
カ
ゴ
大
学
は
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
で
常
に

１０
位
に
入
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
を
１
０
０
人
近
く
輩
出
し
て
い
る
名

門
大
学
。
当
時
経
営
大
学
院
に
も
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
の
教
授
が
２
名
い
た
。
授
業
は

超
ハ
ー
ド
で
、
膨
大
な
予
習
、
宿
題
、
そ

し
て
難
解
な
試
験
。
試
験
で

７０
点
以
下
は

落
第
。
ア
メ
リ
カ
人
学
生
ら
と
毎
回
試
験

対
策
を
や
っ
た
。
英
語
が
話
せ
な
い
妻
と

娘
二
人
の
学
校
の
世
話
も
あ
り
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
半
端
で
は
な
く
、
毎
日
落
第
の

悪
夢
を
見
て
、
睡
眠
時
間
は
３
時
間
と
れ

れ
ば
い
い
方
で
、
１
年
目
は
楽
し
い
学
生

生
活
な
ん
て
夢
の
夢
だ
っ
た
。
し
か
し
２

年
目
は
勉
強
に
も
余
裕
が
出
て
、
学
期
間

休
み
に
は
家
族
で
ロ
ス
、フ
ロ
リ
ダ
、
カ
ナ
ダ

な
ど
に
旅
行
し
、
ア
メ
リ
カ
人
や
他
国
の

留
学
生
と
の
交
流
な
ど
楽
し
い
生
活
が
で

き
、
留
学
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
な
と

思
っ
た
。
M
B
A
留
学
は
、
私
と
っ
て
大

き
な
財
産
と
な
っ
た
。

　
入
学
時
に
は
英
語
が
で
き
ず
毎
日
泣
い

て
い
た
妻
が
、
卒
業
し
帰
国
す
る
際
に
は

「
私
た
ち
は
残
る
か
ら
あ
な
た
だ
け
帰
国

し
な
さ
い
」
と
い
う
ぐ
ら
い
ア
メ
リ
カ
生

活
に
馴
染
ん
で
い
た
。

　
M
B
A
留
学
が
で
き
た
の
は
、
重
田
教

授
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、

神
大
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
私
は

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
決
し
て
諦
め
な
け
れ

ば
、
夢
は
か
な
ら
ず
叶
う
と
今
も
強
く
信

じ
て
い
る
。
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思
い
が
け
な
い
再
会
!

神
奈
川
県　

内
山　

曜
子（
67
歳
）

1
9
７
８
（
昭
和
53
）年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

　
私
は
、
１
年
ほ
ど
前
か
ら
一
人
の
同
級

生
を
捜
し
て
い
た
。
住
所
も
電
話
番
号
も

わ
か
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
情
報
は

２０
年
も

前
の
も
の
だ
。
電
話
も
２
、
３
回
か
け
た

が
不
在
。
留
守
電
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

た
が
、
違
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
思
い
で
ず
っ
と
彼
女
の
こ
と
を
考
え
て
い

た
。

　
経
済
学
科
J
組
。
た
っ
た
５
人
し
か
い

な
い
女
子
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
一
人
。
卒
業

し
て
郷
里
の
静
岡
県
に
帰
っ
た
は
ず
な
の

に
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、
神
奈
川
県

内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
い
つ

か
会
え
る
だ
ろ
う
。
い
つ
か
会
い
た
い
。

　
そ
の
日
が
こ
ん
な
い
早
く
来
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
三
浦
半
島
宮
陵
会

総
会
の
出
席
者
名
簿
の
中
に
、
数
人
の
女

性
の
一
人
と
し
て
彼
女
の
名
前
が
並
ん
で
い

た
。
44
年
ぶ
り
の
再
会
。
う
れ
し
か
っ
た
。

涙
が
出
そ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
ぐ
っ
と
の

み
込
ん
だ
。

　
会
が
終
わ
っ
た
後
、
２
人
で
横
須
賀
中

央
駅
か
ら
、
ど
ぶ
板
通
り
を
通
り
、
汐
入

駅
ま
で
歩
い
た
。
そ
し
て
、
タ
リ
ー
ズ
コ
ー

ヒ
ー
店
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
時
が
た

つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
、
気
が
付
い
た
ら
３

時
間
も
話
し
を
し
て
い
た
。
最
後
は
飼
っ

て
い
る
猫
の
話
だ
っ
た
が
。

　
再
会
を
約
束
し
て
駅
で
別
れ
、
電
車
の

中
か
ら
ホ
ー
ム
に
い
る
彼
女
に
見
え
な
く

な
る
ま
で
手
を
ふ
っ
た
。
彼
女
は
留
守
電

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
誰

だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
私
は
旧

姓
を
名
乗
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
で
も
確
か
に
彼
女
に
会
え
た
。
彼
女
に

会
わ
せ
て
く
れ
た
三
浦
半
島
宮
陵
会
の
事

務
局
長
に
感
謝
、
感
謝
、
感
謝
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
、
彼
女

に
会
え
ま
す
よ
う
に
!
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
賞
　
　品
〉

①
神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所

１
泊
２
食
付
ペ
ア
宿
泊
券
／
３
名

②
神
奈
川
大
学
研
究
室
か
ら
誕
生
し
た
プ
ラ
ウ
ド

ブ
ル
ー
コ
ス
メ
テ
ィッ
ク
シ
リ
ー
ズ
（
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

モ
イ
ス
チ
ュ
ア
ク
リ
ー
ム
と
モ
イ
ス
チ
ュ
ア
U
V

ジ
ェ
ル
の
セ
ッ
ト
）
／
５
名

〈
応
募
方
法
〉

　
ご
希
望
の
方
は
、
は
が
き
に
希
望
の
賞
品
（
①
か

②
）、
名
前
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
（
ま

た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、
卒
業
年
・
学
科
、
今
号

の『
宮
陵
会
報
』（
No
１
１
５
号
）の
感
想
を
書
い
て
、 

〒
２
２
１
ー
０
８
０
２ 

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋

３
ー
27
ー
１
、
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
「
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
」
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉

　
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
１
月
31
日
（
火
）
消

印
有
効
。
当
選
者
（
抽
選
）
の
発
表
は
、
賞
品
の

発
送
（
２
月
中
旬
）
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

  

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

　
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
情
報
（
他

薦
、
自
薦
）
や
話
題
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
年
２
回

発
行
の
『
宮
陵
会
報
』
や
年
１
回
発
行
の
『
宮
陵
』

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
私
に
とって
の

湘
南
ひ
らつか
キャン
パ
ス
」（仮
題
）

の
原
稿
募
集

　
開
設
以
来
34
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
「
湘
南
ひ
ら
つ

か
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
来
年
４
月
、平
塚
の
地
を
離
れ「
横

浜
キ
ャ
ン
パ
ス
」
や
す
で
に
移
転
し
た
「
み
な
と
み
ら

い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
そ
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に

発
展
を
遂
げ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
来
年
４
月
発
行
の
『
宮
陵
』（
Ｎｏ 

72
号
）

で
は「
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
ん
で
」（
仮
題
）

と
題
し
た
企
画
特
集
を
す
る
予
定
で
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、「
私
に
と
っ
て
の
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」

（
仮
題
）
を
テ
ー
マ
に
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
思
い
出

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　（『
宮
陵
』（
Ｎｏ 

72
号
）
発
行
23
年
４
月
中
旬
、
体

裁
Ａ
４
判
・
72
㌻
を
予
定
、
部
数
６
万
部
）

◎
原
稿
募
集
要
項

▽
字
数 

６
０
０
字
程
度

▽
テ
ー
マ
は
自
由
。
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

卒
業
年
・
学
科
、
連
絡
先
〈
原
稿
確
認
用
の
た
め
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
電
話
番
号
（
携
帯
）〉
を
明
記
。

▽
締
め
切
り
　
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
２
月
15
日

（
水
）。
掲
載
分
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

原
稿
は
一部
手
直
し
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
送
付
先

〒
２
２
１
ー
０
８
０
２

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
ー
２
７
ー
１

宮
陵
会
本
部

『
私
に
と
っ
て
の
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
』
係
。

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

（kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

）へ
。

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
本
部 

広
報
委
員
会


